平成25年夏期における少雨対策技術
平成25年６月７日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広島県農林水産局農業技術課
広島県では，５月頃から降雨の少ない状況が続いています。特に福山地域では５月１日から６月４日までの積算降水量が平年比28％と少なく，農作物の生育への影響が懸念されます。
次の対策を参考に，被害を最小限に食い止めるよう努めてください。
	作物名
	項　　目
	対　　策

	全作物共通
	乾燥対策

	ア　かん水は，朝，夕の地温の低い時に行う。
イ　かん水は，根群分布が多いところへ集中的に行う。特に定植期の作物については，乾燥させないよう注意する。
ウ　施設栽培では，高温とならないよう換気に努める。
エ　マルチなどで畝面を被覆し，蒸散を防ぐ。
オ　高温乾燥条件でアブラムシ類，スリップス類，ダニ類等が発生しやすくなるので防除を徹底する。

	水稲
	苗の徒長，老化対策

	ア　草丈が20cm以上伸びた場合，最上葉身の1/2を切除し，また苗がムレないよう管理する。かん水は午前中1回，かん水量は控えめにする。
イ　葉色が淡くなったら液肥を追肥する。

	
	生育期の水田管理

	ア　畦畔を見回り，点検し漏水を防ぐ。
イ　計画的な配水で節水に努める。
ウ　分けつ盛期の水田は，間断かんがいとし，有効茎数を確保した水田は早めに中干しを行い，地域全体で節水に努める。

	
	除草対策
　　
	ア　雑草の発生状況と田植え後日数等使用時期を確認して中後期除草剤を施用する。

	大豆
	播種
	ア　播種後，降雨が見込まれない場合は，出芽不良を防ぐため，播種深度をやや深くする。

	
	除草対策
	ア　土壌水分が低い時は，除草剤の効果が劣るため，使用基準の範囲内で希釈水量をできるだけ多くして散布速度を落とし均一に散布する。



	作物名
	項　　目
	対　　策

	野菜
	トマト，きゅうり等果菜類
	ア　ハウス栽培の収穫期にあたり充分な水の供給が必要である。
イ　畝面にマルチ等を行い，土壌表面からの蒸散を防ぐ。
ウ　高温乾燥時には，ダニ類，スリップス類等が発生しやすいので，早期発見，防除に努める。
エ　ホルモン処理は，日中の高温時を避け，気温の低い時間帯に行う。
オ　苗の株元に手かん水する。
カ　ピーマンやナスの活着が悪いものは，2番花，3番花も摘花し，樹勢の回復に努める。


	
	アスパラガス
	ア　かん水の有無によって収穫量や生育が左右されるので，用水の確保とかん水を行う。
イ　高温乾燥時には，スリップス類等が発生しやすいので，早期発見，防除に努める。


	
	キャベツ
	ア　用水の確保に努め，かん水を行う。
イ　高温乾燥時には，コナガが発生しやすいので，早期発見，防除を行う。


	花き
	露地キク
　　
	ア　用水の確保に努め，かん水を行う。
イ　畝面にマルチ等を行い，土壌表面からの蒸散を防ぐ。

	
	病害虫防除
	ア　高温乾燥時には，ハダニ類，アブラムシ類，スリップス類の発生が多くなる。早期発見，防除に努める。

	果樹
	果実肥大期
	ア　用水を確保し，かん水に努める。かん水の目安は，5日から７日間隔で1回に20～30mmである。
イ　幼木は特に根量が少ないので乾燥しないよう，かん水と除草，敷き草などを行う。
ウ　摘果作業は遅れないよう適期に行う。


	作物名
	項　　目
	対　　策

	畜産
	家畜の暑熱対策
	ア　畜舎の換気を充分に行い，飼養密度の緩和や畜舎の日除けに努める。
イ　飲水を確保する。
ウ　飼槽や給水器の清掃を行い，食欲の低下を防ぐ。

	
	放牧
	ア　飲水量を確認し，不足していれば水を運搬する。
イ　放牧地での強度の放牧は，牧草の生育障害，夏枯れを助長するので控える。

	
	飼料作物
	ア　長大作物は，特に出穂～糊熟期の土壌水分の確保に努める。
イ　極端な水不足では硝酸態窒素の濃度が高まるため，給与に注意する。



　　問合せ先

西部農業技術指導所　東広島市八本松町原6869　 電話  082-420-9661

東部農業技術指導所　福山市三吉町1丁目1-1　　電話　084-921-1311

北部農業技術指導所　三次市十日市東4丁目6-1　電話　0824-63-5181

県庁農業技術課　　　広島市中区基町10-52　　　電話　082-228-2111

